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 Spallation Neutron Source．核破砕中性子源は大電流陽子加速器と重金属の核破砕ターゲットで構成さ
れ、加速器からの高エネルギー粒子を原子核に衝突させて、大量の中性子を発生させる核破砕反応に基
づく中性子源で、生命科学研究や物質科学の革新および高レベル放射性廃棄物処理技術の高度化を目標
に開発が進められている。一例としては、原子力発電の結果生み出される長い半減期の放射性核種を、
短い半減期にする（核変換という）技術を実験するため加速器と未臨界炉を一体化して核変換するシス
テムの設計が進められている。加速器から得られる高エネルギーの陽子ビームをターゲットと呼ぶ原子
核（液体化した鉛ビスマス）に当て、大量の中性子を発生させ、それにより未臨界炉心の燃料中の長寿
命核種を核変換させ、短寿命化する技術開発が行われている。

＜登録年月＞ 
2004年03月


